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研
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期
生
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期
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開
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― 

四
月
八
日
入
所
五
十
周
年
記
念
日
に
日
本
青
年
館
で 

― 
  

さ
る
四
月
八
日(
日)
原
研
一
期

生
の
同
期
会
が
日
本
青
年
館
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
。
生
存
同
期
生
四

十
七
名
中
二
十
六
名
が
出
席
と
い

う
盛
会
で
あ
っ
た
。 

 

一
九
五
七
年
四
月
八
日
原
研
公

募
新
卒
一
期
生
五
十
七
名
が
入
所
、

神
宮
外
苑
の
日
本
青
年
館
で
配
属

先
を
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
合
宿
研

修
を
受
け
た
。
今
回
は
そ
の
満
五

十
周
年
記
念
日
に
場
所
も
同
じ
日

本
青
年
館
で
同
期
会
を
開
く
こ
と

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
期
生
は

個
性
の
強
い
人
が
多
く
ベ
ク
ト
ル

が
揃
わ
ず
過
去
五
十
年
間
で
一
回

(

一
九
七
六
年)

集
ま
っ
た
き
り
で

あ
る
。
ち
な
み
に
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と
一
九
五
八
年
入
所
の
二
期

生
は
数
年
に
一
度
同
期
会
を
開
い

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

い
ず
れ
も
昔
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ

で
約
二
時
間
、
時
の
経
つ
の
も
忘

れ
て
歓
談
が
続
い
た
。
一
期
生
は

全
員
七
十
二
歳
以
上
で
あ
る
が
、

日
本
の
原
子
力
の
第
一
線
で
活
躍

し
た
人
も
多
く
、
そ
れ
に
今
な
お

常
勤
で
要
職
に
あ
る
人
も
何
人
も

い
て
、
原
子
力
草
創
期
を
再
現
す

る
よ
う
な
会
場
の
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。
皆
か
っ
て
の
面
影
や
し
ぐ
さ

を
残
し
て
お
り
、
人
間
と
い
う
も

の
は
五
十
年
経
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
た
次

第
で
あ
る
。 

 

な
お
後
日
、
今
後
の
同
期
会
の

持
ち
方
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
今
後
も
毎
年

ま
た
は
隔
年
に
集
ま
り
た
い
と
い

う
希
望
が
多
く
、
ま
た
賛
成
多
数

で
「
原
研
一
期
生
五
十
周
年
記
念

文
集
」
を
作
る
こ
と
が
き
ま
っ
た
。

今
回
は
同
期
生
名
簿
の
作
成
に
苦

労
し
た
が
、
お
か
げ
で
次
回
か
ら 

は
容
易
に
開
催
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。
「
文
集
」
に
つ
い
て
は

各
人
五
十
年
の
経
歴
等
に
重
き
を

置
い
た
も
の
を
残
そ
う
と
い
う
も

の
で
、
日
本
の
原
子
力
開
発
の
歴

史
の
一
面
を
示
す
も
の
と
し
て
後

世
に
残
る
貴
重
な
記
録
と
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 
 
 
 
 

（
飯
島 

記
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